
IR Topics (Brexitの影響）

英国国⺠投票結果判明以降、Brexitの当社への影響に関する質問が増えております。
以下ページにて現状における当社理解について説明致しますのでご⾼覧ください。
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•⾦融市場の不安定化が期間損益や、財務健全性へ与える影響はこれまでのところ軽微
•欧州単⼀市場へのアクセスは、現状でも⼤陸側オペレーションで代替え可能

金融市場の
不安定化

欧州単一
市場からの

離脱

Brexit の影響（全般）
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期間損益への影響
 円高（ポンド安）：海外現法円換算利益の目減り
 株安：保有株式の減価（含み益の減少、減損）
 金利安：短期的な影響は小さい（参照：マイナス金利影響）

財務健全性への影響
 英ポンド・ユーロが▲30％対円で減価した場合でも、ESR

への影響は軽微（3月末比速報値）

移行期間後のＥＵ域内の規制リスク
 再保険、マリン・航空保険：原則付保規制の影響なし。
 その他元受保険：欧州大陸側の当社現法で引受可

移行期間後のロイズ市場の事業環境
 国民投票後もロイズ銘柄の株価は安定的に推移
 Lloyd’s Chairman John Nelson, said: “For the next 

two years our business is unchanged. Lloyd’s has a 
well prepared contingency plan in place and Lloyd’s 
will be fully equipped to operate in the new 
environment."
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• 欧州全域は、英国本社と欧州⼤陸本社（本社ドイツ）が並列してカバーしている。
• したがって、英国が欧州単⼀市場から離脱したとしても、事業⾯における⼤きな影響は想定していない。

Brexit の影響（規制環境）

（支店：ドイツ、フランス、ベルギー、スペイン、
イタリア、オランダ、スロバキア）

必要に応じ、欧州大陸現法での引受が可能
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付保規制リスク
（2015年度GWPベース）*1

英ポンド減価リスク
（2015年度GWPベース）*1

英国以外のビジネス
76%

• 英国以外のリスク引受は76％にのぼることから、英ポンド減価の影響は限定的
• 欧州単⼀市場から離脱があったとしても、リスク所在国・地域の付保規制などの影響を受ける種⽬は限定的

出典: MS Amlin plc 2015 Annual Report
*1 Gross Written Premium
*2 原則的に付保規制の対象外となる種⽬

付保規制とは、当該国・地域のリスクの保険を当該国・地域で保険営業免許を持たない外国保険事業者が引き受けることを制限する法律・規則のこと
*3 P&Cの中にも⼀部再保険引受あり

ボーダーレス種⽬*2

63%

Brexit の影響（MS Amlin）
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European Non-life 93.2 
EuropeReinsurers 93.0 

Japan Non-life 95.5
(excl. MS&AD) 

European life 79.7 

US life 86.6 

Source: FactSet
Note: The prices are indexed to the price of 6/23/2016. “Lloyd’s” is the average price of Hiscox, Beazley and Lancashire. “Japan Non-life (excl. MS&AD)” is the average price of  
Tokio Marine and SOMPO. “Japan life” is the average price of  Dai-ichi, Japan Post, T&D and SFH. “European life” is the average price of AXA, Prudential, Aviva, Generali, Legal 
& General, Aegon, NN, Standard Life, Ageas, St James and Delta Lloyd. “European Non-life” is the average price of Allianz, Zurich, Sampo, Admiral, Direct Line, Mapfre, RSA, 
Saga, Hastings and esure. “European Reinsurers” is the average price of Swiss Re, Munich Re, Hannover Re and Scor. “US Life” is the average price of MetLife, Prudential, Aflac, 
Ameriprise, Principal, Lincoln, Unum, Torchmark, Voya and Genworth. “US Non-life” is the average price of Travelers, Allstate, Progressive, Hartford, Arch, Alleghany, W.R. 
Berkley, American Financial Group, Allied World, RLI, Navigators, James River and OneBeacon

Brexit の影響（株価への影響）
• ロイズ銘柄の株価変動は▲1.8％に留まっており、保険セクターの中では相対的に安定的な値動き
• 当社時価純資産に対する為替減価（対円の英ポンドおよびユーロ）影響*も１株当り▲70円程度（3⽉末対⽐6⽉末）

Lloyd’s 98.2 

US Non-life 100.0 

Japan life 90.9 

MS&AD 87.7

3月末 6月末

英ポンド 162円 137円
(▲15%)

ユーロ 128円 114円
(▲11%)

英ポンド・ユーロ減価影響*（3月末対比6月末）

▲400億円
(一株当り▲70円程度)

時価純資産

英国国民投票以降の保険セクターの株価動向
（2016.6.23末比）

*当社内部モデルにおける影響額



この資料に記載されている内容のうち、ＭＳ＆ＡＤホールディングスならびにグループ各社の将来に関する
計画や戦略、業績に関する予想や⾒通しは、現時点で把握できる情報から得られた当社グループの判断
に基づいています。実際の業績は、さまざまな要因によりこれらの業績⾒通しと異なる結果になり得ること
をご承知おき下さいますようお願いいたします。実際の業績に影響を及ぼし得る要因としては、(1)事業を
取り巻く経済動向、(2)保険業界における競争激化、(3)為替レートの変動、(4)税制など諸制度の変更、
などがあります。

予想および⾒通しに関する注意事項

お問い合わせ先
MS＆AD インシュアランス グループ ホールディングス株式会社

広報・ＩＲ部
TEL: 03-5117-0311

e-mail: ms_ad_ir@ms-ad-hd.com
URL: http://www.ms-ad-hd.com


